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写真共有サイトを用いた大学生による地域資源収集の実践とその検討

駒木　伸比古

A Study on the Collection of Regional Resource by Undergraduate Students 
using Photo Sharing Website System

Nobuhiko Komaki

要約：本稿は地方都市である愛知県豊橋市における中心市街地を対象として，地元大学のまちづくり系コー
スに所属する大学生が，写真共有サイトをもちいることによって，地域資源をどのように撮影・収集したか
を検討したものである。その際，写真撮影地点の分布特性と投稿した写真に付加された位置情報のずれの２
点に注目することにした。まちづくりに関する演習科目を受講した大学生を４～５名からなるグループに分
けて，まちを歩いてその歴史や特徴を知る「まちあるきプラン」のテーマを設定するとともに，それぞれが
提案に利用する写真を撮影し，写真共有サイトに投稿した。投稿された写真のうち，テーマ外のものや重複
を除いた148枚について，カーネル密度推定法などの空間解析を行った。その結果，（1）写真共有サイトを
利用することによって，学生による写真撮影記録を容易に整理して目に見える形で示したり分析できたりす
ること，（2）写真共有サイトの利用が受講学生の演習プロジェクトに対するモチベーション向上に寄与して
いること，（3）写真投稿における位置情報の付加やその精度に関して注意が必要であること，の３点を確認
することができた。こうした結果を通じて，行政や住民によるオープンデータ推進に向けた取り組みが活発
化している豊橋市において大学生がかかわっていくことで，より多様なオープンデータの収集に寄与できる
ことを示唆した。

キーワード：写真共有サイト，写真撮影，フィールドワーク，まちづくり，GPS

　� 　
１）�Ludicorp 社が設立，現在は Yahoo! 社が運営する写真共有コミュニティサイトであり，2004年２月より運営されている。

https://www.flickr.com/
２）�写真共有アプリケーションソフトウェアであり，2010年10月にサービスが開始された。https://www.instagram.com/
３）フォト蔵株式会社が運営する写真共有 SNS であり，2005年にサービスが開始された。http://photozou.jp/
４）こうした地図のことを，倉田・杉本・矢部（2010）は「観光ポテンシャルマップ」と呼んでいる。

１．はじめに

　近年，Flickr１）や Instagram２），フォト蔵３）など，
写真共有を目的としたコミュニティサイトやアプリ
ケーション，SNS が広く利用されている。こうし
たサイトにアップロードされている写真はマーケ
ティングや災害救助をはじめとして様々な分野で利
活用がなされているが，主要な利用の一つに，地域
観光資源の掘り起こしが挙げられる。倉田・真田ほ

か（2017）は，SNS に投稿された写真を活用する
ことで，旅行者に強く印象を与える場所を抽出でき
るようになることへの期待を述べている。さらに，
これらの写真には位置情報が付加されているものも
少なくない。この場合，例えば Google マップや
OpenStreetMap などの WebGIS に表示させて空間
分析などを行うことで，観光資源の存在可能性を示
す地図４）を作成することが可能である（倉田2011，
2012；倉田・相ほか2015，倉田・鞠山ほか2015，真
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域政策学部の演習科目「研究法（11クラス，担当教
員：駒木）」において実施した「地域資源を活かし
たまちあるきプラン提案プロジェクト」による調査
結果である。このプロジェクトの実施期間は2016年
９月～12月にかけての約４ヵ月であり，受講生は愛
知大学地域政策学部まちづくりコースに所属する２
年生13名である。４～５名からなる A ～ C の３つ
のグループに分け，豊橋市中心市街地５）を対象範
囲としたまちあるきプランの提案を目的としたテー
マを設定した（A：豊橋の歴史を辿るプラン，B：
店舗（特に菓子・スイーツ）を巡るプラン，C：路
面電車を利用した回遊プラン）。現地調査にあたっ
ては，スマートフォンで撮影した写真や調べた情報

田・倉田ほか2015）。
　一方で，このような位置情報付き写真データなど
の利用は，大学などの教育機関における実習でも実
施されている。例えば倉田（2016）は，観光系・地
域づくり系専攻の学生を対象に，地域の魅力を発掘
させ，ストーリーを紡ぎ，観光コースとして企画提
案させるような演習授業やコンテストがよく行われ
ていることを指摘している。こうした学生による地
域の魅力，すなわち地域資源の発掘・発信は，いわ
ゆるまちづくりにおいて「ヨソモノからの視点」を
取り入れる際に有効であると考えられる。
　こうした背景をふまえ，本稿は地方都市である愛
知県豊橋市における地元大学に通う大学生（まちづ
くり系コース所属）が，中心市街地を対象として
WebGIS が組み込まれた写真共有サイトを利用して
地域資源の収集を行った結果を検討したものであ
る。その際，（1）写真撮影地点の分布特性と，（2）
投稿した写真における位置情報のずれ，の２点に注
目することにした。

２．実習の概要

　本稿で分析対象としたのは，2016年度愛知大学地

　� 　
５）豊橋市中心市街地の範囲は，第２期豊橋市中心市街地活性化基本計画における活性化区域とした。

図1．「まちなかポイポイ」のスクリーンショット
Code for MIKAWA ブ ロ グ（http://uzura.org/archives/ 
1106）より転載

図2．修正実施前の写真登録地点の分布
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位置関係も同時に示した。ほとんど修正の必要がな
いものもみられる一方で，大きく位置がずれてし
まっていたものも散見される。図４は，修正前後で
の地点間距離に関するヒストグラムである。距離差
50m 以内が全体の58.8％，距離差100m 以内である

をマッピングして可視化することができる写真共有
サイト「まちなかポイポイ」（図１）を利用した。
学生はそれぞれが各グループのテーマに応じた写真
を投稿し，その結果をもとにまちあるきプランを検
討して冊子を作成した。最後にまとめとして，まち
あるきプランやプラン作成に至るまでのプロセスを
行政関係者や地域住民に対して発表した。

３．撮影写真の分布とその特性

　投稿された写真のうち，テーマ外のものや重複を
除いた148枚を分析対象とした。修正実施前の写真
登録地点の分布状況を示したものが図２である。対
象範囲である中心市街地を大きく離れてしまってい
るものがいくつかみられた。また，登録地点の説明
文と写真を比較すると，誤って地点登録を行ったも
のもいくつかみられた。そこで，登録地点に書かれ
たコメントおよび写真に写っている情報を参考に，
撮影地点として修正して示したものが図３である。
この際，修正前の登録地点と修正後の撮影地点との

図3．修正前写真登録地点と修正後写真撮影地点の比較

図4．修正前後での地点間距離分布
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と66.9％，距離差200m 以内の場合は79.1％となって
いた。最大距離差は8.4km，平均値は203.4m である
ものの，中央値は25.5m であった。
　次に，撮影地点の地理的密集度や分布傾向を検討
するが，本稿では杉本（2011，2012）および Sugimoto

（2011，2014）を参考に，カーネル密度推定法６）を
用いる。カーネル密度を計算する際のバンド幅（検
索半径）を設定するにあたり，Ripley の K 関数法７）

を用いることにした。図５が，修正済の全撮影地点
分布に基づく K 関数値の結果である。観測値と推
計値との結果から，約300m までは密集傾向，それ
以上はランダム分布域であることがわかった。この
結果に基づき，検索半径は300m 以内の距離とし，
100m，200m，300m の３つを設定した。それぞれ
の結果を示したものが，図６である８）。検索半径が
100m の場合，いくつか集積場所がみとめられる。
具体的には，水上ビル（豊橋ビル）周辺および駅前
大通と萱町通の交差付近，そして旧東海道と国道
259号が交差する付近（２ヵ所）などである。検索

　� 　
６）�カーネル密度推定法はノンパラメトリックな推定の代表である。点分布に任意のグリッド（格子）を被せて任意の距離

内にある点を抽出し，カーネル関数により重みづけして各グリッド（格子）における点密度を算出する方法である。空
間的に特異な値が集積する場所であるホットスポットの抽出に用いられており（山下2013），犯罪多発マップや交通事
故発生マップの作製などにおいて活用されている。カーネル関数にはいくつか種類があるが，本稿では ArcMap10.3に
実装されている Silverman（1986）による四次カーネル関数を利用した。

７）�ポイントまたはポイントに付加された値が，ある範囲の距離について統計的に有意な凝集または分散を示すかどうかを
決定する際に用いられる分析方法である。

８）カーネル密度の結果のセルサイズは５m とし，階級区分については自然分類を採用した。図７，図８も同様である。

図5．�修正後の全撮影地点分布に基づくK関数値の
結果

図6．修正後の全撮影地点に基づくカーネル密度
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のが図７である。A グループは豊橋の歴史を辿る
プランであり，旧東海道に沿った場所や常盤通り，
駅前大通りでの撮影地点が多く，集積が線状に連続
していることがわかる。B グループは店舗（特に菓
子・スイーツ）巡りプランであり，集積が分散して
おり連担がほとんどみられない。また，撮影地点は
すべて国道259号の西側で完結している。C グルー
プは路面電車を利用した回遊プランであり，３つの
グループの中でもっとも面的な広がりがあることが
わかる。路面電車の路線近くにあるとは限らない
が，路面電車に乗ってまちなかを移動したいという
意図が読み取れる。
　最後に，撮影された写真のテーマについて検討す
る。撮影された写真の内容を確認し，「店舗」，「店
舗（店舗内）」，「神社・仏閣」，「建物・施設など」，「景
観」，「その他」の６つに分類した。この結果および
それぞれの撮影地点に基づくカーネル密度を示した
ものが図８である。
　「店舗」に関しては，そのほとんどが豊橋駅前の
ものである。ただし，「店舗（店舗内）」に関しては
やや異なり，旧東海道付近の店舗が多い。「神社・
仏閣」については旧東海道付近に多くみられる。「建
物・施設など」「景観」についてはあまり明確な特
徴はみられないが，「景観」については，通りの見
晴らしの良い地点や交差点が選ばれているようで
あった。
　なお，グループ別にみた写真テーマ数を表１に示
した。３つのグループ総計でみると，「店舗」が最
も多く全体の46.6％を占めており，店舗内の写真も
含めると57.4％となる。次いで多かったのは「神
社・仏閣」の16.2％であった。また，グループ別に
みると，歴史の追跡をテーマとしたグループ A は

「景観」が多く35.7％であった。店舗巡りをテーマ
としたグループ B は，店舗内も含めてすべて店舗
を対象として撮影であった。そして路面電車での回
遊をテーマとしたグループ C は，「店舗」が多く
47.5％を占めていた。

４．実習に対する学生の反応

　こうした調査結果をふまえてまちあるきプランを

半径が200m，300m になると，大まかな集積傾向が
示されており，最も集積の大きな豊橋駅前近辺と，
旧東海道と国道259号が交差する付近の２ヵ所が示
されている。
　続いて，A ～ C それぞれのグループにおける写
真撮影地点の分布傾向を検討する。カーネル密度の
検索半径は，100m で統一した。結果を比較したも

図7．�グループ別にみた撮影地点に基づくカーネル
密度
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作成し，最終的に A グループは『まちなかまちあ
るきプランの提示―「豊橋 過去から未来へ～東海
道を通って」』，B グループは『豊橋 SWEETS 巡
り』，C グループは『TOYOHASHI GO』のタイト
ルでそれぞれ行政関係者や地域住民に対して発表を
行った。その後，学生に対してプロジェクトを含め
た演習科目に対する感想・反省と，「まちなかポイ

表1．テーマ・グループ別にみた写真数

図8．テーマ別にみた撮影地点の分布とカーネル密度



45

地域政策学ジャーナル，第７巻 第１号

撮影していたことが把握できた。第二は，写真共有
サイトを利用することで，演習およびプロジェクト
に対する学生のモチベーションが向上していた点で
ある。演習科目に対する感想・反省をみても，今回
のように写真共有サイトを利用したことの楽しさや
面白さ，便利さなどの指摘がなされていた。また，
今回は行わなかったが，結果をインターネット上に
公開して広く周知することも可能であり，学生のさ
らなるモチベーション向上を図ることも可能と考え
られる。第三は，写真に付加する位置情報の方法や
その精度に関する課題である。スマートフォンは
GPS や携帯電波によって位置情報（緯度経度）を
取得しているが，今回の対象範囲のように建物が密
集している場所では，電波の反射（マルチパス）に
よって，位置情報が大幅にずれる可能性がある。事
実，今回の投稿時点での位置情報を検討すると，明
らかに位置がずれてしまっているデータが少なから
ず見られた。
　今後，本演習を発展させる方向性としては，今回
利用した写真共有サイトを継続して利用すること
で，年次による興味関心の違いや情報収集行動の違

ポイ」を利用しての感想や改善点を挙げてもらっ
た。そのうち，「まちなかポイポイ」に関するもの
を表２に示した。
　これをみると，写真共有サイトを利用して写真を
アップしていくことに関してはおおむね好評であっ
たことがわかる。その一方，位置情報のずれなどに
ついての指摘が13名中６名からあった。また，写真
投稿時における位置情報付加に関する煩雑さも挙げ
られている。ほかには，一度投稿した情報を修正で
きる機能の要望なども出された。

５．おわりに

　本稿での検討を通じて，以下の諸点を指摘した
い。第一は，写真共有サイトを利用することによっ
て，学生が撮影した写真を容易に整理できるだけで
なく，目に見える形で示したり分析できたりする点
である。今回の結果では，商業集積のある豊橋駅前
付近，そして歴史的資源の多い旧東海道沿いで多く
写真が撮影されていたことが明らかになった。ま
た，グループのテーマやコンセプトに沿って写真を

表2．「まちなかポイポイ」を利用した学生による感想・要望
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いなどを検討することが挙げられる。さらに，学生
が撮影した写真を蓄積することで，「ヨソモノから
の視点」からみたまちの姿を示していくことも可能
であろう。現在，豊橋市では行政や住民によるオー
プンデータ推進に向けた取り組みが活発化してい
る９）。こうした官民の動きに大学がかかわっていく
ことで，より多様なオープンデータが収集できるも
のと考えられる。今後も演習の内容を改善していく
ことで，豊橋市の「まちづくり」への寄与を目指し
たい。
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ポートを利用させていただきました。ここにお礼申
し上げます。なお本稿は，愛知大学2016年度個人研
究費による「大学生を対象とした GIS による地域
資源収集・情報発信方法の構築に関する研究」の成
果の一部である。
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